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研究成果の概要（和文）：本研究においては、従来の｢絶対的な学力｣、すなわち、テストスコア
等による学力序列ではなく、「相対的な学力」、すなわち、クラス内等集団の中での相対的な位
置という意味での学力によって、生徒、児童、学生の学習意欲と進路を、日英比較を通じて考
察した。その結果、仮に「絶対的な学力」において同等であると判断される場合でも、「相対的
な学力」が異なれば学習意欲、進路に顕著な違いが見られるケースがかなりあることを発見し
た。 
 
研究成果の概要（英文）：Until now, there are many studies which focused on “absolute 
academic performance” that means test score etc. But we examine student’s learning 
activities and the situation about setting to work by focusing on “relative academic 
performance that means the relative position of  academic performance in the class etc. 
  We have examined this in Japan and Unieted Kingdom. 
  As a result, we have found there were many cases that there was a big difference by 
the “relative academic performance” even if the “absolute academic performance” was 
all the same. 
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１．研究開始当初の背景 現在、日本では、学力論争が一段落し、各
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種テストに基づく、冷静な学力分析が数多く

行われている。しかしながら、その研究のほ

ぼすべてが「絶対的な学力」、すなわちテス

ト･スコアによるものである。もちろん、こ

れらの研究が貴重な知見を獲得してきたこ

とを否定するわけではないが、しかし、「相

対的な学力」の視点から分析してみると、違

った重要な知見を獲得できるのではないか

と考えた。以上が研究開始当初の背景である。 

 

 

２．研究の目的 

 

これまでに学力の研究は再三行われ、また

若年就労の研究も再三行われてきた。ただし、

この両者をダイナミックに結合した学力＝

就労調査は十二分に行われてきたとは言え

ない。本研究では、この課題に着手するに当

たり、鍵となる概念として、「絶対的な学力」

ではなく、「相対的な学力」を提唱する。従

来の学力の研究の主力は「絶対的な学力」に

重点を置くものであった。しかし、これに劣

らぬ重要性を持つ概念として、「相対的な学

力」があり、この概念は集団内での相対的な

位置を重視する。この「相対的な学力」の概

念をキーワードにした学力＝就労調査によ

り、これまでの研究の蓄積に、全く異なる視

角からの新たなる知見を加えることができ

ると考える。不安定就労に従事する若者には

欧米と日本とでは大きな差異があり、その日

本的特徴を「相対的な学力」を中心に考察す

ることが目的である。 

 

 

３．研究の方法 

 

研究目的の欄において述べたように、本研

究は、日英両国において、先行研究を徹底的

に検討し、理論的枠組みを構築しつつ、質問

紙調査、インタビュー調査を行い、実証的に

取り組もうとするものである。質問紙調査、

インタビュー調査はすでにパイロット・スタ

ディを実施済みであり、質問紙・インタビュ

ーの内容をさらに精査して行うこととする。 

特に重要な点、本調査の特色は低学歴者だけ

でなく、高学歴者（日本においてはこの層か

ら不安定就労に従事する者が輩出されてい

る）のキャリア・パターンをも重視するとい

う点であり、本研究ではこの点を明らかにす

るような研究計画・方法をとることに格段の

配慮をした。 

 

 

４．研究成果 

 

これまでに学力の研究は再三行われ、また

若年就労の研究も再三行われてきた。ただし、

この両者をダイナミックに結合した学力＝就 

労調査は十二分に行われてきたとは言えない。

本研究では、この課題に着手するに当たり、

鍵となる概念として、「絶対的な学力」で 

はなく、「相対的な学力」を提唱する。従来

の学力の研究の主力は「絶対的な学力」に重

点を置くものであった。しかし、これに劣ら 

ぬ重要性を持つ概念として、「相対的な学力」

があり、この概念は集団内での相対的な位置

を重視する。この「相対的な学力」の概念 

をキーワードにした学力＝就労調査により、

これまでの研究の蓄積に、全く異なる視角か

らの新たなる知見を加えることができると考 

える。不安定就労に従事する若者には欧米と

日本とでは大きな差異があり、その日本的特

徴を「相対的な学力」を中心に考察すること 

が目的である。この認識に基づき、われわれ

は日英両国において質問紙調査と聞き取り調

査を実施し、相対的な学力が生徒･学生の進 



路にいかなる影響を及ぼし得るのかを考察

してきた。われわれは日英両国においてイン

タビュー調査と質問紙調査を行い、その成果

は後掲の二冊の書籍にまとめた。 

 結論を一言で言うならば、日英両国とも

「絶対的な学力」による考察だけでは明らか

にできない事実を「相対的な学力」による考

察によって明らかにすることができるとい

うことであり、局面によっては「相対的な学

力」が決定的要因であることもある。 
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